遠い昔のかくれんぼ

１期（工機35）内海和男　

2007年６月　米国サンノゼより
米国に来てから３７年、今では第二の人生舞台といわれるリタイヤ生活も語源どうり｢板に付き｣、長らく勤めたGeneral Electricの現役ゴルフ連中からもそう云われるようになりました。　英語が巧く使いこなせず悔しいこと辛いことも色々あったけど、有難いことに数々の幸運にも恵まれて、今は不自由なく、すこぶる健康で幸せに老後を楽しんでいます。　2004年の11月に同期O君の誘いで、同期の工学部長、学生部長を務めた小野先生が岡山中百舌鳥会で「人生を工学する」の話をするからとのことで出かけたところ、4期佐野君からワンゲルの内海かと突然問われ、同席していた原君と共に肩を組み気炎を上げ中百舌鳥の校歌を歌いました。　その佐野君が11期の関根君に知らせ、過日彼よりメールを受取り、すっかり忘れていたワンゲルのこと想い出しました。「遠い昔のかくれんぼ」をしていて、佐野、関根両君から「内海さん見つけた。」といわれた気がします。　ＯＰＵＷＶを山歩きと簡易旅行の同好会を仲君らと創り、それが早５０年になろうとしているのかと思うと感無量です。　ずーと後から聞いた部員の死亡事故や第二桧山荘等OBとして何もしなかったこと後悔しています。

その間も山歩きは忘れず続けていました。これは私の健康維持の源です。カリフォルニヤの東の端をほぼ南北に通るSierra Nevada山脈を縦走するJohn Muir Trail　(Yosemite標高1280ｍからMt. Whitney標高4,419ｍ,　途中2-3000ｍの山々を登り、降りすること260Km ロバにキャンプ食料を持たせたり、途中の郵便局あてに荷物を送ったりして20日ほど掛けて歩く)と呼ばれる究極のトレッキングがあります。体力と暇の両方が求められます。 http://www.pcta.org/about_trail/muir/over.asp　５年前のことYosemite Valleyの東Sierra Nevada山脈の真っ只中Tuolumeから有名なHalf Doomの東に聳えるCloud Restにテントを背負って、Yosemite Valleyまで50Kmのトレッキングをしていたときのことです。　一人でこのJohn Muir Trailを縦走するのだという30台半ばの会社を退職してまで来た日本人の男が隣でテントを張っていました。Yosemiteからですと標高差1500mの急坂となるのでかなりきつかったと云っておりました。装備の内容やビデオ記録の撮り方からして、山歩きのベテランと見ました。彼が完走してくればと願ったものです。　このときワンゲルのことを思い出しました。　私も一度はJohn Muir Trailを完走したいと思ったことはありますが、もうすぐ70歳となり、体力がありません。６年前のことでしょうか、Mt. Whitneyの山頂は娘と共に極めました。　息子のほうは2日間の高所順応滞在では不足だったのでしょうか3,900mのベースキャンプで高山病のためダウン。これで私もJohn Muir Trailの始点と終点だけには足跡を残したことになります。　　
学生のころから「歩くことへのこだわり」を持っておりました。それで引退したらと、念願だった四国88箇所の歩き遍路を始めました。　全行程を三回に分ける区切り打ち、寺と寺の間隔が15Kmを超えるところは交通機関を使うという自分勝手な原則を作り25日間で打上げとなりました。結果的にこれは良かったと思います。というのも15Kmを超えるような場合、二車線の国道を通ることになり、大型トラックがすれすれに高速で走りぬけヒヤリとすることが度々あったからです。　しかし昔ながらの歩き遍路の路傍には江戸時代の風情ある石の遍路標識や風化してほとんど読めない行き倒れた巡礼者の墓標にも多く出会いました。トレッキングと違いWVは歴史とか人々の暮らしにふれ、考えながら歩くことだと思っています。車で走ると気がつかない、回り道に見つけた里山の野花を愛でる楽しさがあります。お接待の意味や、人に優しくされ、優しくすることの楽しさ「仁」を再度教えてくれました。この感想をhttp://kazutsumi.comに掲載しております。
四国お遍路と般若心経の一部から　｢色即是空　花盛り｣と説いたお坊さんが居たそうな。　これは一切のこだわりを捨てると気が楽になり、楽しみのみが花を咲かすと解釈しています。　「笑い｣が免疫細胞を活性化するので医療に有効との研究も良く聞かされます。　「笑う門には福来る」は免疫力が来るということだったのでしょうか。　「一切のこだわりを捨てる」手段の一つが適当に身を傷めること、修行だと思うのです。つまり歩き遍路です。世阿弥は風姿花伝口伝で｢秘すれば花, 秘さずば花なるべからず｣, そして別の段では　｢されば, この道を究め終りて見れば, 花とて別には無きものなり」。世阿弥の説く｢花｣は能の奥義でしょうが「こころ」でもあるのです。　
ヨセミテ国立公園は数ある米国立公園の中でも私の一番のお気に入りです。　米国に来てからずっとSan Jose（通称Silicon Valleyの中心地）に住んでいます。　ここより近いこともあって、ヨセミテ公園南入り口に近いAhwahneeという村に山荘と称する普通の民家を買いました。　私の弟は私を民宿のオヤジさんと呼んでいますが、一望の山並み、樹海の中の一軒家で至福のとき（知者楽水　仁者楽山）を過ごしています。上記のWeb Siteには　随想、コミュニケーション（国際会議運営手順は海外での学会、公式会議に出席する人には参考になるはず）やこの山荘等が出ております。暇なときにアクセスしてみて下さい。ヨセミテ周辺で一週間のんびりしてみようという人が数人集まれば、山荘をOPWV―OBに解放します。一番いい季節はその年の積雪量にもよるけれど5月下旬から6月上旬で、このときなら航空料金も安く、ヨセミテ公園はまだ混んでいないし、なによりSierra Nevada山脈には雪が残り、数々の滝の水量も多く、感動することでしょう。
介護をし、介護をされ、人にも地球にも優しくしたい。「仁」なるものに近づきたい。元気でポックリと今度はほんとうに「かくれんぼ」するまで、歩き続けたい。
ワンゲル万歳！ワンゲル万歳！

